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佐
千
恵
日

e
U
8

芳
見
長
女

須

藤

尖

帆

回

8

5

光
政
2
古

宮

崎

吉

広

叩

ロ

8

稔
長
男

中

型

真

樹

印

8
・田

幸

則
2
男

中
里
由
利
子
日

6

日
芳
勝
長
女

大

松

孝

軒

目

9

叩

帯

川町
長
女

中
川
原
早
紀
日

3

お
秀
輯

2
女

中

野

忠

且

日

1

・

幻

覚

長

女

ー
ト

使
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
反
而
す
べ

て
向
こ
と
で
社
会
人
的
義
務
も
そ
札
相

応
に
課
き
れ
て
来
ま
す
。

健
全
で
明
る
く
毎
H
内
生
前
に
希
望

を
持
っ
て
住
み
よ
い
郷
土
を
作
る
気
持

も
行
て
て
抗
さ
あ
ふ
れ
る
行
動
力
的
人

と
な
り
白
か
り
む
成
長
し
地
域
社

会
内
ホ
l
プ
と
主
リ
ま
す
よ
う
ご
山
霊

下
さ
い
。

1またちρのみなさん

国民隼盆に

加入しましょう

( 2 ) ( 3 ) 
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金

歳未た宇け合い募金集計表J

上記募金額の支出状況，

一出世盟市EE一E山廿嘘諜謹川盟措遇諾謹一而E需盃…叫鵠誼詰謹一而E需盟…叫鵠誼謹一而E歪…凹盤謹一E需古盟出謹諜謹一盟間出旦一而E需元…叫出謹韮十而E需霊…叫出謹詰謹一而E語琶…叫間謹詰謹一而E需冨…盟官嘘諜韮一而E耳歪山山誠還韮一布E需霊一盟出盟謹一而E霊…凹鎧一E叫出出諜謹…山間世謹一而E亘…山出一E山鵠誼謹…凹鴇喧諜韮一市E耳孟叩盟品』一川E…山鵠盟暗噌一而E弓雪…凹唱喧百吉一百E吾亙豆悶型器霊去一石亙忌ω

盟ぷ点-品逗点巾盟諸一而

一

団体名

時町

尚美町

目的出町

東町

八幡町

本町

i1百 手口 ~IT 

丸且 ffir 
栄 町

大相町

末広町

紘町

再l 悶I

南栄町

商工団地

今金婦人会

今 金 町 亦 十 芋 奉 仕 団

棚怖粉次郎

今金中学校生徒会一 同

今金ライオンズクラブ

i長 11 稔

今金町議 n会 一 同

エー コ プチエン今金自

似 rJqと←一三
吉 田真樹

大合芋之

55年度分繰越金

一E
四
回
盟
団
山
山
山
辺
出
盟
国
出
世
出
出
型
型
出
型
出
回
世
出
迎
山

金田一生一石一旭一和一央一金十全一井一回一ン一ン一央十興
一台一部↑台一和一ル

ムロ一進一庇一班一斑一斑

団八八白金主金一時上春一一上下一神一坐神一神↑笠神一土笠金日一一一一一一一一一…

体

現Z 初j

束更

Jjf. 

1M 白

原中

多告

日

マンケ

トマンケ

丘中

丘新

丘中

丘四

丘日

丘夕、

7 ヌエ

岡第

岡下

一日市一山山岳山市一品川一遠山一盟国益出山市一山一遇措一対
一

主股一山一岡
一別一石豆一官一川一前
一前一川一川↑川一古一穂一又一古瓦
一影一受
一代一代一蹄瓦一下
一栄一A

H

体

利河三

利河元

利河直

利河

正五

極

川百

I11 島て

極

ぞ駐

手且

y プ

ホ官

jH， 
且

国

束中

東宮内

束

勾三 皮 本 三手 j主

ヰl 目 1~ii A号

f~ 数 単 f耐 金 書目 件数 ili 1面 金 自白

ドi 1'1 
相祉施設入所者 39 5，000 195.000 41 5，000 205，000 

品Iι" "'，1 図 36 5，000 180，000 36 5，000 180.000 

光 グ〉 里 8 5，000 40，000 9 5、000 45，000 

生保町外入院者 17 5，000 85，000 18 5，000 90，000 

長期入院(町内) 83 3，000 249.000 69 3，000 207，000 
凶保人院59?'，
日間入院10名

短期入院(町内) 37 2，000 74，000 43 2.000 86，000 
国{県人院34名
日出入院 9名

品1"1 持 閣 33，540 剰余金の配分

光 グ〉 里 33，539 剰余金の配分

823，000 880，079 

歳
末
た
す
け
合
い
運
動
は
、
町
内
会
、

部
部
会
的
人
会
、
日
赤
奉
仕
団
、
今

金中ヰ校生徒会ライオンズクラ

ブ
、
町
議
会
議
只
会
、
エ

l
コ

プ

チ

回一英一英一英一英一花一中一住一上一極一種一中一下一奥一下一下一金一光志叩一御一南一回一雨一八一八一八一八

文
、
相
談
は
、
八
法
税
務

署
、
楠
山
支
庁
税
務
課
今

金
町
役
場
税
務
謀
、
今
金
商

工
会
等
で
受
付
け
ま
す
。

納
付
税
制
が
、
確
定
し
た

場
合
に
は
使
利
な
仮
替
納
税

も
ご
利
用
下
さ
い
。

こ
同
時
期
に
な
り
ま
す
と

税
務
書
類
的
作
成
な
ど
を
依

頼
す
る
人
が
多
い
こ
と
に
便

乗
し
て
、
「
ニ
セ
税
理
士
」

が
梢
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
十
分
注
意
を
し
、
気

軽
に
納
税
相
践
を
ご
利
用
下

さ
い
。

員lE碓 zIG所
i s si 』Ej は三;;~:~ ~~~~ð:専

逼i三相主昔日六主均長目ZのJ
赤納闘マd
干稔掌貌

相:逼道
5談炎築j面ゐT 

婚畏
Eまま長長1;:~~干税見
るFザ5 

メ

昭和56年分所得税・農業所得納税相談出呈表

l出
Lf- lIIJ !p f三t

9 : 00-10 : 00 I 10: 00-11 : 00 I 11: 00-11 : 30 t:叩 2: 00 2: 00 3α) 3: 00 3: 30 

盟事組合名 出事組合名 出 .lJ....組 合名 ~迄 ;;:1三組合，，~， 1:是.lj';来且壬テ1'， 腔 '1玉組合名

(刈 2.16 s: 1京 I¥I! 八束中央 型 盟 国 中 央

同 l7 多令 金 eIe 古 上 不可百 組! 中ト 7 ンケシ

(村 18 9' fJl1 111 八東宝田 ~~ι " 'f.t 八車両原 下 ~ F日

幽 19 神丘町台 新 上 国 111 寸ご 布市 f.i.1! 多?を 111 

出 20 金 m~ 'i~S JiIJ 典 経E 111 

1111 22 刃ミ 手ト 上 在f1 111 下 在監 111 i¥ 量告(JlIbl.) 

問 23 事 日 ぅJI 千'1' 丘剥f損L 金 又 上 ~~~~ [日

耐 24 上 多令 金 トヂンケシ 旺i f~ Iね 手IJ 月IJ

刷 25 不足時明相 J炎 臼 ( 1011寺 1211与) 担朝時相 J炎 日 ( l 時一 4時)

幽 26 rf.i '~2 pλ ， 針岡部 一 上 白 石 イ 7 ヌエ Jレ

1Iう 27 八J!1宮町下 組川封印l'傾IIIN{首ii でf オミ

。113 . {I! rr，.: 11百干日 主主 和l 河 神丘西部 手E CG 鉛岡下古

伏) 2 ド 白 石 鉛 rYoj 出 ノ1 玲ミ夏! ~三 1拘 ，f!J.! 

件3 3 パ、 東 手持 金 JJ;t '1_'史 八束初回 倍。 rμ 
同 4 神丘共和 下メップ高台 位 U 」ニ 社i 1~ 

幽 5 神丘中台 」ニ 金 防t 日 』ι -Fト'すンケシ

廿j 6 干111 1主 9" リと {主

今年A

U よ
ろ
し
く

す

歩
合

し、
-uu
・

願お

町
民
セ
ン
タ
ー
民
(
農
密
事
務
局
器
産
一

戸

沢

定

勝

長
利
河
ダ
ム
対
策
事
務
局
主
幹

小

西

末

春

字ili股
佐業

開
発
J県
長
宇iIi
(" 
j伝
剥十
J也
;i~院
長

国
保
病
院
薬
局
長

国
保
病
院
看
池
山
川
長

化
林

総
務
課

庶

務

係

長

職
口
厚
生
係
長

財

政

係

長

廿

財

係

長

企
噸
mm

企

画

係

長

仏

報

係

長

調

査

係

長

沖と

世
石
川

森

忠

雄

下

山

定

治

鈴

木

捷

佐
々
木
哲
む

久
保
出
庄

一

佐
々
木
的
英

笠

原

牌

ニ
貞

ヲと

説
務
課

抗

一
係

長

第

二

係

長

?可~.~

端畑

町
民
諜

住

民

係

長

杉

内

沼
技
師
山
腹
(
聖
書
平
野

制
祉
課

福

祉

係

長

田

保

係

長

年

金

係

長

衛

生

係

長

保
健
婦
係
長

今
金
偶
軒
目
所
長

上田邦牢

稲

木

弘

幸

沢

谷

芳

博

木

山

武

雄

藤
田
喜
枝
子

野

口

陽

子

農
林
市
州

民

政

係

長

農
業
一
興
係
長

部
不

u"
は

w
m昨
nu

農
業
柵
地
位
出
世間
長

官
町
産
係
長

Tすキサ，，1~古
内上原船

告
打

妙
子

商
工
観
光
課

商
工
観
光
部
長

IJ!c 
III 

建
設
課

縮

J
P
A
m

勝
川
仏
紀
邦

日
明
織
的
駿
(補
佐
兼
任
)大

和

英

雄

都

市

計

画

係

長

市

原

疋

建

築

係

長

佐

々

木

春

先

用

地

係

長

佐

久

間

優

一

耕
地
課

附線

Mmm(倒
壊
佳
)
末
世

エ
ン
今
金
庖
そ
の
他
数
多
く
の
町
民
か

ら
寄
せ
句
れ
た
善
意
が
昨
年
よ
リ
多
傾

向
募
金
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

義秀
之樹

新
年
号
あ
い
さ
つ
町
な
か
で
配
織
も

れ
や
輯
名
ち
が
い
カ
あ
り
ま
し
た、}と

を
お
蛇
び
い
た
し
ま
す
.

土
地
改

!H係
長

地
時
間
査
係
長

秀
佑次

門出
業
開
発
課

管
理
部
長
(
補
佐
努
怯
)
米
世

技

術

係

長

品

山

出
出納
納室

係

長

議
会
事
務
局

庶

務

係

長

教
育
委
只
会
事
務
局

官
理
課

総

務

係

長

学
校
教
育
係
長

正規博昭
夫 1唯夫範

u:u rt 
ff会宮

削 教
Jrtf ゴマ
係係 j 

uu:謂L
司長

f;;"i 
隆

民
業
委
貝
会
事
務
局

総

務

係

長

股

地

係

長

国
保
病
院

庶
務
保
E
Z笠
T
E
渡
辺

医

事

係

長

遠

藤

経
理

係

長

沢

口

看

護

係

長

笠

原

貞
夫

一--

( 4 1 

注i召天

差引残金なし

社会伺祉法人今金町社会福祉協部会長

主出 880.079円収入 880.079円

昭和57i手l月日日

自 il_立
田 i耳

壮
ニ茂

英貞
弘夫

八
頭
樫
旨
雄

吉
村

教

1¥'1 

若池
山田

省 1ì~
三教

制11
回

征
夫

王子田
原村

正
己

昌
英

幸 iJ正武
子治男茂

(
広
報
係
)

( 5 1 
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北
方
領
土
の
目

一
一
月
七
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す

二
回
目
的
北
方
領
土
の

H
を
迎
え
ま

し
た
.
各
界
の
幅
広
い
古
見
を
求
的
、

昨
年
同

一
月
六
目
的
閣
議
了
桝
で
、
毎

年
二

H
七
日
を
北
方
領
土
町
日
と
決
定

し
ま
し
た
。

北
方
領
土
何
回
を
設
け
た
直
義
は
、

こ
向
日
を
中
心
と
し
て
、
全
国
各
地
で

集
会
排
出
会
署
名
辺
助
喝
の
行
事

を
実
施
し
北
方
領
土
に
対
す
る
思
僻

と
閲
む
を
た
か
的
、
返
還
述
動
を
国
民

一
人

一
人
的
参
加
し
た
辺
倒
と
し
て
強

力
に
推
進
す
る
た
的
の
も
の
で
す
。

一な
ぜ
二
月
七
日
を
北
方
領
土
の
日
に
し

一
た
か一一

月
ヒ
日
は
、

一
八
五
五
年
(
旧
腕

安
政
元
年
て
伊
豆
町
下
回
に
お
い
て
H

露
辿
好
品
約
が
柿
結
さ
れ
日
本
と
当

時
的
ロ
ン
ア
が
平
和
友
釘
裂
に
国
境
を

定
め
た
日
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
量
的
に
よ
っ
て
歴
史
上
は
じ

め
て
日
以
剛
国
間
町
制
土
を
択
捉
ぬ

か
句
南
(
択
捉
品
、
国
後
品
、
色
丹
品

内
リ
ル
，
プ

A
U
曲
師
柿
山
川
)
は
日
本
領
土
、
制
叶
撫

品
か
』
り
北
(
得
塩
川
品
か
句
占
守
品
ま
で

の
十
八
品
)
は
ソ
辿
円
筒
七
、
と
定
的

た
の
で
あ
リ
ま
す
。

ニ
町
よ
う
に
-一
川
七
日
と
い
っ

H
は
.

我
が
国
が
ソ
速
に
返
還
を
求
め
て
い
る

北
方
領
土
が
行
本
町
領
土
と
し
て
国

許可を'呈けて使用 される方は、

2月末固までに開発措置主部利別川

改修事業所管型係で手続きしてく

丈ゴき U、.
今回克新手続者は昭和57年 3月

31日までの期t:IJの方です。

-冬道の交通事融防止

スピードを1'ftそう

III/B1距離を十分とろう

雪山町陰からのとび出し

路上での遊びをやめよう

で、早めにおろすよう に L.事行

者iや子供述に気を付けなが勺おろ

す。

。屋般か句落ちた雪、氷、つらら

やl服地内のむを道路に出 Lますと、

事行者や車内巡行に支障となりま

すので、出さないよう に Lましょ

う。(道陣i発局 北海道 ー道警察

今金町)

+危険防止 などのお願い.

毎年.冬になりますと、屋根に

捕 った宮、水、 つら句が孫ちて、

事行者が怪我を Lた り、 また死亡

Lたりしています.

過去 5年 1111における事政は、死

者28名、重f~45名、軽傷138名とな

ってお り(道内)その 3分の lは通

行中に起きたものです。

特に次の占に注意し、 tJI:散を未

然に防止いたしましょう .

際
的
に
も
明
時
に
さ
れ
た
日
で
あ
り
、

平
和
と
在
日
町
の
う
ち
に
領
土
問
題
的
解

決
を
望
ん
で
い
る
返
迎
巡
動
向
趣
旨
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
目
立
の
て
す
。

門
出
掛
同
問
問
附
問
問
閣
門

北
方
領
土
問
題
に
付
す
る
我
が
図
的

法
本
方
針
は
、
北
方
領
土
町

一
括
返
越

を
尖
現

L

H

ソ
平
相
条
約
を
締
結
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
.

こ
町
方
針
に
基
づ
く
図
的
対
ソ
外
交

交
掛
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
る
も
の

は
、
国
民
世
論
向
日
惜
と
結
集
で
あ
リ

ま
す
.

北
海
道
で
は
「
北
方
領
土
町
日
」
円

特
別
啓
発
事
業
と
し
て
‘
市
町
村
は
も

と
よ
り
、
関
係
各
国
体
と
緊
直
な
遮
州
市

を
と
り
な
が
ら
、
止
の
各
組
事
業
を
実

地
い
た
し
ま
す
.

一
、
北
方
領
土
返
還
要
求
三
千
万
入

者
名
辺
動
的
推
進

一
一
札
雌
は
か
各
支
庁
地
区
に
お
け

る
訂
ま
つ
り
‘
氷
ま
つ
り
帯
に
あ

わ
せ
た
啓
発
活
動

三
、
記
念
講
副
会
、
写
点
展
等
町
山

向
田
辺
、
市
町
村
広
報
紙
、
ポ
ス
タ

ー
、
リ

l
フ
レ

y
ト
等
円
印
刷
媒

体
及
び
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
啓
発

五
広
報
車
の
運
行
。

六

報

道
機
関

へ
の
紫
材
提
供

2月内道路環境は樹首や凍結の

ため悪くなりますので、路I町状態

に応じた悦重な巡転が必要です。

ドライパーも Jt行者 Lおたがい

注芯をし、事故を起こさない、事

政にあわないように LまLょう .

の
原
凶
に
も
な
り
ま
す
か
ら
.
軽
快
は

禁
物
で
す
。

日
血
圧
は
、
肝
臓
耐
屯
と
の
哨
れ
が

原
凶
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

ニ
れ
と
い

っ
た
哨
公
で
な
い
円
に
血

圧
が
日
〈
主
る
場
A
H
が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
血
圧
は
、
公
仙
や
巡
動
.

精
神
的
ス
ト
レ
ス
で
日
く
な
っ
た
り
し

ま
す
し
醐
人
法
が
あ
り
ま
す
か
ら

自
分
的
血
圧
が
平
均
よ
り
刊
い
か
ら
病

気
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
刑
度
計
っ
て
も
向
い
と
き

は
嬰
注
意
で
す
.

日
血
圧
は
良
極
的
限
取
量
に
関
係

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「昭
和

五
十
四
年
国
民
常
誕
概
査
成
制
」
に
よ

り
ま
す
と
、
食
塩
摂
取
置
は
、

一
人
一

臼
平
明
」
l

三

一

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お

り
.
こ
れ
は
「
昭
和
五
十
凶
年
改
正

臼
本
人
的
常
盤
烈
取
吐
」
で
盟
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
品
十
グ
ラ
ム
以
下
を
上

凶
っ
て

い
ま
す
。

日
本
人
は
全
般
的
に
塩
分
の
と
り
す

i
極
分
と
の
つ
き
あ
い

は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て

i

一
一
月
内
部
一
週
は
成
人
病
予
防
迎
問
。

成
人
病
は
臼
市
町
生
活
に
円
引
を
つ
け
た

り、

定
期
的
に
健
康
恰
断
を
受
け
る
こ

と
で
、
か
な
り
干
防
で
き
ま
す
.

成
人
病
に
つ
い
て
の
知
識
を
日
め
、

早
期
発
見

・
早
期
治
療
に
努
的
ま
し
ょ

一ヲ

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
成
人
掛
」
と
い

つ
の
は
特
定
の
病
気
的
名
前
で
は
な

く
中
年
捌
を
過
ぎ
た
人
々
に
多
く
み

」
勺
札
る
病
気
や
抗
北
町
総
林
で
す
。

代
表
的
な
も
町
と
し
て
は
脳
非
中

が

ん

心

臓

楠

町

胤

圧

。
梢
尿
病
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
日
血
圧
は
そ
れ
だ
け
で

死
に
至
る
と
い
う
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
‘
日
目
く
続
く
と
心
臓
や
行
(
じ
ん
)

臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
し
、
脳
卒
中

圃感謝します圃
社会椙祉協機会ボランティア
センタ 預託払い出 L

ぎ
と
い
え
ま
す
。
胤
圧
の
向
い
人
は
特

に
注
苦
し
ま
し
ょ
う
。

出
分
の
と
り
す
ぎ
を
防
ぐ
に
は
、
ま

ず
、
お
か
ず
の
味
付
け
を
簿
く
す
る
な

ど
、
ふ
だ
ん
か
り
薄
味
的
判
仰
を
つ
け

る
こ
と
が
先
決
で
す
。

ま
た

H
日
h
H
で
出
辛
や
ほ
物
な
ど
塩

分
の
多
い
む
の
を
食
べ
た
と
き
は
タ

良

は

何

で
味
付
け
し
た
む
町
や
、
野

来
サ
ラ
ダ
と
い
っ
た
献
立
に
す
る
な
ど
、

一
H
の
極
分
間
取
祉
を

「
十
グ
ラ
ム
以

下
」
と
す
る
ニ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
般
に
淵
成
立
品
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
立
品
は
味
付
け
が
扱
く
、
府
塩
分
も
多

く
主
っ
て
い
ま
す
か
句
、
特
別
な
法
訟

を
払
ヲ
必
製
が
あ
リ
ま
す
。

( 6 ) 

「
訂
正
と
お
わ
び
」

北
出
迫
新
聞
、
元
日
付
朝
刊
町
今
企

町
新
年
広
告
記
事
中
今
金
町
農
草
垂

且
合
会
民
「
市
水
髄
次
』
と
あ
る
の

は
「
撹
辺
二
郎
」
の
鋲
リ
で
あ
り
ま
し

た
町
で
、
こ
こ
に
訂
正
し
お
わ
び
い
た

し
ま
す
.

(

総

時
限
}

〈光内~Il"'1:.悶へ〉

b昭和町八千代さんかり7，OOO!=LJを

b昭和町大合碑太郎さんか句8.000

1'1をb花石山 LI''-f:.ーさんかり 10，150
~I を p今金町職只組合(代表市原

iE)か句30，9621'1をb柴町今世オ

ー ト附(代表川村正夫)かり50，000

P.Iを1>r! I星老人 クラブ(代表迫藤

耳oから 15，0001"1を
〈特養老人ホーム~舟図へ〉

b今金町日赤ペミイ十回 (代表伊臨ト

ミノ)か均おむつ287枕をp今金町

職員組合(代表r1iTJllE)か り30，961

fJIをb今金町テニス迎出(代表伴

常!fOから8，468/I1をbやE川体育協

会(代表台回，11¥:))か 均労力モチっ

さに 3~片 2 時/!IJ をC>Jt!l町内藤敬

さんか均ラム1"18kgをp極川被flIl

繁さんかり:1';.ジュース60本を b今

金日石附(代表川村正夫)か句50.000

PI を b 中 ~Il老人クラフ(代表迫聴
取)から 15，000円を

〈今金小口{-t保育悶へ〉

[> 1I{1手11附!大f1'啓止郎さんかG8，OOO

刊を

〈今金町共同'F!);金会へ〉

b令111王t証谷イチさんか均し 180円を

〈今金町社会~!'ti制協沼会 't活応

2資金生活l付崩者 lHI資金へ〉

b東町'l1i事商会(付(代表旦滞克己)

かり 100.000阿を b下川JII小岩日次

さんから30，000円を

いだえ 袈アのう現に命は 供とらり母ニ な ま 1躍では
リず子がド立にれな令押子 L 、れださと現ニ 「 う 「 が はい
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、て意がりイをせ年ま古書付はまドい「はLl L を を ら つ く ど な

請い L何まス取るえす止け す品るお口 っ てし洗でけなうい
かる‘をすぐる ，。の らキFeb よ父をたみていし」りしよて l:1j
ぷ4闘し 。ら人い手こ行れに 日うさ n~J だれはなょにがてうも柄何T J Zご いもわ貼れ集る担 わでんくけばいさヴ目ち L で、がで

はいゅのををヰ抗 な 掃 と t な当けい ・がで命す瓦望 b
出 竺 り る 与まるし白線つ 1m くだ JA文的たま」 いす 令 。 人 ま ヨ
す か えす 抜 た 主 ヲ な な な L す句にリせ 1 つ ー や 税 並 し え
なた 悩に るが任い性よ百Iど る な と ぱ 「 前 ん そ て 禁 fみいるfわん絶 必‘型ょの う廷に f ど悠かおの 』 ん し 止のにと刺

町会、百子

局、一 lrA4M山門ザ芝仏語爪h墨抗町田一つ I~. 訴と つの
血 寸『 口口市，¥，;.I;;r-lLJ口」つωI:¥aaω慣の重ね刀剣栗を待 | 
ω~ f~ ¥:.6"-1 J 司 ー一一一一..r.~ _.._ |どだら深て

¥liiil ，.'" CYi:まるの持 抑すも でという と っ し いンに L ヵょ AQ22も争以 L ~H -IW つ命カ 1 ーしを場で百にて子 L グすまなラう〈そご問

吋 - J i主iiZR需喜有 fttZ乙42t宅喜 thJ.高三手会 t雪合
//i/ '--" 。 供ね‘ 主 古 寺 的 ま 同 。 と ど 母くとあすいめ注ね;<' f れ dレにのと

ヲ宅??;if;i引i?;iii;; :出;?!!?ff
日免よで会すらが i亜が告 と向 ならい U し をつを う分やる
ま ワ は を ・的 効 ・女J あげ もすく JLL 甜， J: つ夕刻 こ町らの
でかい持で会品 -lRりる 大るてる な の フ けイ果 と心な」

よE-Lよ三s主ヰー主主 10 竺ニよ よ」どよと たミ的 に円いな
止もき喝d弓昂ヨ弓吾宅3宅歩モ安芸!l2:3 00000900 ー ζL宅~毛3唱会毛""""毛診毛3毛診毛3

日

.2月分休日当番医

7 日 北楠山町問 f~病院

官 ④ 53 2 1 

今金町岩1m医院

E ② o 0 5 7 

瀬棚町柄崎医院

E ④ 3 0 2 2 

今金町国 f~病院

E ② o 2 2 1 

北楠山町田保梢院

E ④ 5 3 2 1 

.保険料カ、世定されます+

昭和57年 4月から園民年金的保

険料が、これまで月額4，500円か

句5，220同になります.

国民年金制度は、加入者が歳を

とったり、 EZ答者となったり、母

{'i止怖となったときに、年金を支

給して所得的保障を行う制度です.

年金町財源は、皆さんが納付L

た保険料のほか 同町負担と千目立

金的判一子収入によってまかなわれ

ておりますので、年金支給頼が引

き上げ勺れますと同時に負担保険

料が引き上げ句れます。

(詳しいことは偏祉諜年金係へ)

。道路に屋倒的雪が落ちるよっな

起物には、吉、水、つららが落ち

てlJ¥.放にならないように、丈夫>:<

古のすべ り止めをつけま Lょう。

。すべり止め円強きが且リなかっ

たり、針金などがさびて古くなっ

て、こわれて部ちるニと ιあリま

すので、必ず占棋をし、補強する.

0昼掛町吉、氷、つららは、気F品

が2に上昇し、特に、?イナス 3

J立か句プラス 3/~位になったとき

は、 r再ちやすい状態となりますの

日

日

日

11 

14 

21 

28 

-利別川河川敷地使用許可の

更新手続きをお忘れなく

品川I川利別川町河川敷地使用

的許可は 3年ごとに斑新すること

になっています.

相
談
に
来
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
税
に
し
て
み

れ
ば
チ
供
向
悩
み
が
ど
ん

な
さ
さ
い
な
こ
と
に
忠
之

(7) 



=広級=

トヒ%クス

の
導
入

こ
の
位
、
今
金
町
内
南
同
心
会
{会
以
村
!
北

地
)が
、
製
沢
刷
か
り
「
ソ
ラ
チ
ユ
タ
カ
リ
」
を
持

人
こ
の
H
J
は

4
寸
六
勾
秋
ま
て
遊
日
山
ば
ん
え

い
崎
山
間
J

て
川
雌
し
て
い
た
も
の
で
、
川
市
般
有
を

終
え
て
ニ
の
は
と
ん

Ft
町
に
刈
ぶ
し
た

L
の
で
す

-中学生が愛の募金

今金 '1' 学校(校長山 ~!i 1'i泌)サ徒会(生徒

数 四4人 )カ<-Sfi合を11"1'びカ、けたところ32，221

円の大金が出リましたと安iii主山主仙会以

外 2r，が役場をおとづ札久山:山l!}Jf立に T波

しま Lた.

久保日!助役は、ニの世町村品を主治1倒的

1'i主どのた内に有心 1主に{士hせて L、ただき

ますとお干しのよとば をのべていま Lたロ

主住民の到i態1

ご
-

出

初

式

一
川
い
の
ハ

y

ビ
島
と
剥
い
で
v
J

々
の
わ

近

火

怖

を

一
川
す
の
む
山
せ
ぐ
の
も
火
の
朋
心
に
し
す
さ
は
主
い

『
円
例
え
ど
ヲ
り
、
防
火
思
忽
啓
発
を
し
て
い
ま
し
た
。

}
民

竜

町

J

一
」?

 

liiJ}-j ，ニ

比べて

人1.1R，975 人 (+2) 

リ 4.367人 (十 l)

1).: 4仰向人 (- 1) 

世借 2 . 59剖“ '~iH- 3) 
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